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 業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ

    最近の業績動向等を踏まえ、2021 年 5 月 12 日に公表いたしました業績予想ならびに配当予想について、

下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正について 

  2022年 3月期通期連結業績予想数値の修正（2021年 4月 1日～2022年 3月 31日） 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株式に帰

属する当期純利

益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 

百万円

109,700

百万円

4,900

百万円

4,800

百万円

3,400

円 銭

73.07

今回発表予想(Ｂ) 105,100 6,600 6,600 4,300 92.17

増減額(Ｂ－Ａ) △4,600 1,700 1,800 900

増減率(％) △4.2 34.7 37.5 26.5

(ご参考)前期実績 

(2021年 3月期) 
117,219 8,396 8,422 5,592 120.18

  2022年 3月期通期個別業績予想数値の修正（2021年 4月 1日～2022年 3月 31日） 

売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 

百万円

100,800

百万円

4,170

百万円

3,100

円 銭

66.62

今回発表予想(Ｂ) 97,900 5,900 3,900 83.59

増減額(Ｂ－Ａ) △2,900 1,730 800

増減率(％) △2.9 41.5 25.8

(ご参考)前期実績 

(2021年 3月期) 
105,919 7,360 5,038 108.27

修正の理由 

 １．個別業績予想 

売上高につきましては、手持工事の進捗が前回予想を下回ったことにより、29億円減少する見込みであります。 



経常利益につきましては、主に土木事業の大型工事の採算が改善し、売上総利益率が前回発表予想11.5％から13.2％

へ好転したことにより前回発表予想を約17億円、当期純利益は８億円の増加となる見込みであります。 

 ２．連結業績予想 

連結業績予想につきましては、主に個別業績予想の修正に伴うものでありますが、売上高は前回発表予想より46億円

減少する見込みであります。営業利益及び経常利益は、個別業績予想の修正及び関係会社の利益好転によりそれぞれ

17億円、18億円増加、当期純利益は９億円の増加となる見込みであります。 

２．配当予想の修正について 

 年間配当金 

 第 1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

前回予想 

円 銭

－ 

円 銭

0.00

円 銭

－ 

円 銭

20.00

円 銭

20.00

今回修正予想 － 0.00 － 28.00 28.00

当期実績 － 0.00 － 

前期実績 

(2021年 3月期) － 0.00 － 

26.00

（普通配当 20.00）

（特別配当 6.00）

26.00

（普通配当 20.00）

（特別配当 6.00）

修正の理由 

当社は、株主の皆様への配当政策を最重要課題の一つとして位置づけており、健全な経営基盤を維持するため内部留保を確

保しつつ、継続的かつ安定的な配当を実施していくことを基本方針としております。 

また、「中期経営計画2019」において、株主還元策として配当性向を25～30％を目指しており、上記基本方針と同様に重視

しております。 

この基本方針及び株主還元策のもと、2022年 3月期における期末配当につきましては当期業績の利益増加を勘案し、期末配

当予想を従来の１株当たり20円から８円増配し、28円とさせていただきます。この結果、配当性向は今年度で30.4％、「中期

経営計画2019」の３ヶ年平均で27.0％となる見込みです。 

なお、本件につきましては、2022年 6月下旬開催予定の第74回定時株主総会の決議をもって正式に決定、実施する予定で

す。 

※上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

                                                  以 上 


